
令和２年３月 31 日公表 

令和元年度 農林水産情報交流ネットワーク事業 全国調査 

食料・農業及び水産業に関する意識・意向調査 

本調査は、魚介類の消費やエコラベル、農畜水産物及び食品等の入出荷記録の保存の取組状況等
について、農林水産情報交流ネットワーク事業の消費者モニター（農林水産行政に関心がある20歳
以上の者）、農業者モニター、漁業者モニター及び流通加工業者モニター（木材関係除く。）を対
象に実施したものであり、消費者モニター895人、農業者モニター1,094人、漁業者モニター283人、
流通加工業者モニター468人の計2,740人から回答を得た結果である。 

【調査結果の概要】

１ 魚介類の消費について（消費者モニター） 

(1) 魚介類と肉類の購入状況

魚介類と肉類のどちらをよく購入するかについて、「肉類」と回答した割合が

64.9％、「魚介類」（35.0％）、「どちらも食べない」（0.1％）であった。（統計表

33 ページ参照） 

図１ 魚介類と肉類の購入状況 

本資料は、農林水産省ホームページ「統計情報」の次のＵＲＬから御覧いただけます。

【 https://www.maff.go.jp/j/finding/mind/index.html 】
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６ 調査対象者数及び回収率 

区 分  対象者数（人）  回答者数（人）  回収率（％） 

生産者モニター 1,618 1,377 85.1 

農業者モニター 1,269 1,094      86.2 

漁業者モニター   349   283 81.1 

流通加工業者モニター 

（木材関係除く。） 

  705     468   66.4 

消費者モニター   987   895 90.7 

計 3,310 2,740 82.8 

７ 集計方法 

各項目とも、単純に積み上げ集計した。 

【ホームページ掲載案内】 

○ 各種農林水産統計調査結果は、農林水産省ホームページ中の統計情報で御覧いただ

けます。

【 https://www.maff.go.jp/j/tokei/ 】 

この結果は分野別分類「農林水産行政等に対する意識・意向調査」で御覧いただけ

ます。 

【 https://www.maff.go.jp/j/finding/mind/index.html 】 
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